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第
七
十
六
条
中
「
第
十
一
条
か
ら
」
を
「
第
十
一
条

本
文
、
第
十
二
条
か
ら
」
に
、「
第
十
一
条
、」を
「
第
十

一
条
本
文
、」に
、「
第
五
十
八
条
を
」
を
「
第
五
十
八
条

の
規
定
を
」
に
、「
第
十
一
条
中
「
治
験
機
器
」
と
あ
る

の
は
、」を
「
第
十
一
条
本
文
中
「
治
験
機
器
」
と
あ
る

の
は
」
に
、「
同
条
第
二
項
各
号
の
」
を
「
同
条
第
二
項

各
号
中
」
に
、「「
治
験
責
任
医
師
」
と
あ
る
の
は
「
当

該
製
造
販
売
後
臨
床
試
験
責
任
医
師
」
と
、
同
条
第
三

項
」
を「「
当
該
被
験
機
器
に
つ
い
て
初
め
て
治
験
の
計

画
を
届
け
出
た
日
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
被
験
機
器
に

係
る
医
療
機
器
の
製
造
販
売
の
承
認
の
際
に
厚
生
労
働

大
臣
が
指
定
し
た
日
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
治
験
機

器
概
要
書
」
と
あ
る
の
は
「
添
付
文
書
」
と
、
同
条
第

四
項
」
に
、「
第
五
十
七
条
見
出
し
」
を
「
第
五
十
七
条

の
見
出
し
」
に
、「
第
五
十
八
条
中
「
治
験
機
器
」
と
あ

る
の
は
「
盲
検
状
態
に
し
た
製
造
販
売
後
臨
床
試
験
機

器
」
を
「
第
五
十
八
条
の
見
出
し
中
「
治
験
機
器
の
」

と
あ
る
の
は
「
盲
検
状
態
に
し
た
製
造
販
売
後
臨
床
試

験
機
器
の
」
と
、
同
条
中
「
治
験
機
器
を
」
と
あ
る
の

は「
盲
検
状
態
に
し
た
製
造
販
売
後
臨
床
試
験
機
器
を
」

に
改
め
る
。

第
七
十
七
条
中
「
医
療
機
器
」
を
「
治
験
機
器
」
に

改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た

だ
し
、
第
一
条
の
規
定
、
第
二
条
中
医
療
機
器
の
臨
床

試
験
の
実
施
の
基
準
に
関
す
る
省
令
第
二
条
第
二
十

項
、
第
二
十
八
条
、
第
五
十
条
第
二
項
、
第
六
十
条
第

一
項
、
第
六
十
三
条
第
二
項
、
第
六
十
八
条
及
び
第
七

十
六
条
の
改
正
規
定
（「「
治
験
責
任
医
師
」
と
あ
る
の

は
「
当
該
製
造
販
売
後
臨
床
試
験
責
任
医
師
」
と
、
同

条
第
三
項
」
を「「
当
該
被
験
機
器
に
つ
い
て
初
め
て
治

験
の
計
画
を
届
け
出
た
日
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
被
験

機
器
に
係
る
医
療
機
器
の
製
造
販
売
の
承
認
の
際
に
厚

生
労
働
大
臣
が
指
定
し
た
日
」
と
、同
条
第
三
項
中「
治

験
機
器
概
要
書
」
と
あ
る
の
は
「
添
付
文
書
」
と
、
同

条
第
四
項
」
に
改
め
る
部
分
に
限
る
。）並
び
に
附
則
第

四
条
の
規
定
は
、
平
成
二
十
六
年
七
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条

こ
の
省
令
（
前
条
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
規
定

に
つ
い
て
は
、
当
該
規
定
。
以
下
同
じ
。）の
施
行
前
に

実
施
さ
れ
た
又
は
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
実
施
さ

れ
て
い
る
医
療
機
器
の
臨
床
試
験
に
つ
い
て
は
、
第
一

条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
薬
事
法
施
行
規
則
（
以
下

「
新
薬
事
法
施
行
規
則
」
と
い
う
。）及
び
第
二
条
の
規

定
に
よ
る
改
正
後
の
医
療
機
器
の
臨
床
試
験
の
実
施
の

基
準
に
関
す
る
省
令
（
以
下「
新
基
準
省
令
」と
い
う
。）

の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

第
三
条

こ
の
省
令
の
施
行
前
に
治
験
実
施
計
画
書
（
医

療
機
器
の
臨
床
試
験
の
実
施
の
基
準
に
関
す
る
省
令
第

七
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
又
は
第
十
八
条
第
一
項

か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
に
適
合
す
る
も
の
に
限
る
。）

又
は
製
造
販
売
後
臨
床
試
験
実
施
計
画
書
（
第
二
条
の

規
定
に
よ
る
改
正
前
の
医
療
機
器
の
臨
床
試
験
の
実
施

の
基
準
に
関
す
る
省
令
第
七
十
六
条
に
お
い
て
準
用
す

る
同
令
第
七
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
（
同
項
第
一

号
を
除
く
。）の
規
定
に
適
合
す
る
も
の
に
限
る
。）が
作

成
さ
れ
た
医
療
機
器
の
臨
床
試
験
（
前
条
に
該
当
す
る

も
の
を
除
く
。）に
つ
い
て
は
、
新
薬
事
法
施
行
規
則
又

は
新
基
準
省
令
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の

例
に
よ
る
。

（
厚
生
労
働
省
の
所
管
す
る
法
令
の
規
定
に
基
づ
く
民

間
事
業
者
等
が
行
う
書
面
の
保
存
等
に
お
け
る
情
報
通

信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
省
令
の
一
部
改
正
）

第
四
条

厚
生
労
働
省
の
所
管
す
る
法
令
の
規
定
に
基
づ

く
民
間
事
業
者
等
が
行
う
書
面
の
保
存
等
に
お
け
る
情

報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
省
令
（
平
成
十
七
年

厚
生
労
働
省
令
第
四
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

別
表
第
二
医
療
機
器
の
臨
床
試
験
の
実
施
の
基
準
に

関
す
る
省
令
の
項
中
「
第
二
十
八
条
第
三
項
」
を
「
第

二
十
八
条
第
四
項
」
に
改
め
る
。

š


		2013-02-20T09:41:05+0900
	C=JP, O=National Printing Bureau, CN=Vice President
	国立印刷局
	（なし）




